
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
二
条

終
了

１

ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
の
い
ず
れ
の
締
約
国
で
も
な
く
な
る
締
約
国
は
、
寄
託
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び

ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は
パ
リ
条
約
の
い
ず
れ
の
締
約
国
で
も
な
く
な
る
日
を
通
告
す
る
。
そ
の
通
告
を
行
っ
た
締
約
国

は
、
同
日
に
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
当
該
締
約
国
の
国
内
法
令
が
こ
の
条
約
の
附
属
書
の
規

定
に
適
合
し
、
当
該
締
約
国
が
寄
託
者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
報
し
、
及
び
当
該
締
約
国
が
自
国
の
国
内
法
令
（
国
際

連
合
の
い
ず
れ
か
の
公
用
語
で
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。）の
写
し
を
寄
託
者
に
提
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
寄
託
者
は
、
当
該
写
し
を
他
の
全
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

２

自
国
の
国
内
法
令
が
こ
の
条
約
の
附
属
書
の
規
定
に
適
合
し
な
く
な
る
締
約
国
で
あ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
又
は

パ
リ
条
約
の
い
ず
れ
の
締
約
国
で
も
な
い
も
の
は
、
寄
託
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
自
国
の
国
内
法
令
が
こ
の
条
約

の
附
属
書
の
規
定
に
適
合
し
な
く
な
る
日
を
通
告
す
る
。
そ
の
通
告
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
同
日
に
こ
の
条
約
の
締

約
国
で
な
く
な
る
。

３

原
子
力
の
安
全
に
関
す
る
条
約
に
定
義
す
る
原
子
力
施
設
を
自
国
の
領
域
に
有
す
る
締
約
国
で
あ
っ
て
、
同
条
約

の
締
約
国
で
な
く
な
る
も
の
は
、
寄
託
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
同
条
約
の
締
約
国
で
な
く
な
る
日
を
通
告
す
る
。

そ
の
通
告
を
行
っ
た
締
約
国
は
、
１
及
び
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
に
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
な
く
な
る
。

第
二
十
三
条

従
前
の
権
利
及
び
義
務
の
継
続

第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
廃
棄
又
は
前
条
の
規
定
に
基
づ
く
終
了
の
場
合
に
お
い
て
も
、こ
の
条
約
の
規
定
は
、

当
該
廃
棄
又
は
当
該
終
了
の
前
に
発
生
し
た
原
子
力
事
故
に
よ
り
生
ず
る
原
子
力
損
害
に
つ
い
て
引
き
続
き
適
用
す

る
。

第
二
十
四
条

改
正

１

寄
託
者
は
、
締
約
国
と
協
議
の
上
、
こ
の
条
約
の
改
正
の
た
め
の
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

寄
託
者
は
、
全
て
の
締
約
国
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
約
の
改
正
の
た
め
の
締

約
国
会
議
を
招
集
す
る
。

第
二
十
五
条

簡
易
な
手
続
に
よ
る
改
正

１

寄
託
者
は
、
締
約
国
の
三
分
の
一
が
希
望
を
表
明
す
る
場
合
に
は
、
第
三
条
１
⒜
及
び
⒝
に
規
定
す
る
賠
償
若
し

く
は
補
償
の
額
又
は
第
四
条
３
に
規
定
す
る
施
設
の
種
類
（
当
該
施
設
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
る
拠
出
金
を
含
む
。）を

改
正
す
る
た
め
に
締
約
国
会
議
を
招
集
す
る
。

２

改
正
案
を
採
択
す
る
決
定
は
、
投
票
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
改
正
案
は
、
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
採

択
さ
れ
る
。

３

寄
託
者
は
、
２
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
を
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。
当
該
改
正
は
、
そ
の
通
報

の
日
の
後
三
十
六
箇
月
の
期
間
内
に
、
当
該
改
正
の
採
択
の
時
に
締
約
国
で
あ
っ
た
全
て
の
締
約
国
が
寄
託
者
に
対

し
当
該
改
正
の
受
諾
を
通
告
す
る
場
合
に
は
、
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
当
該
改
正
は
、
当
該
改
正
の
受
諾
の
日

の
後
十
二
箇
月
で
全
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

４

当
該
改
正
は
、
受
諾
の
た
め
の
通
報
の
日
か
ら
三
十
六
箇
月
の
期
間
内
に
３
の
規
定
に
従
っ
て
受
諾
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
拒
否
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

５

２
の
規
定
に
従
っ
て
改
正
が
採
択
さ
れ
た
後
受
諾
の
た
め
の
三
十
六
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
こ
の

条
約
の
締
約
国
と
な
る
国
は
、
当
該
改
正
が
効
力
を
生
ず
る
場
合
に
は
、
当
該
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
。
当
該
期
間
が

満
了
し
た
後
に
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
国
は
、
３
の
規
定
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
締
約
国
は
、
改
正
が
効
力
を
生
ず
る
日
又
は
こ
の
条
約
が
そ
れ
ら
の
締
約
国
に
つ
い

て
効
力
を
生
ず
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
方
の
日
に
、
当
該
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
。

⒞

「
核
物
質
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

⒤

原
子
炉
の
外
部
に
お
い
て
、
単
独
で
又
は
他
の
物
質
と
の
組
合
せ
に
よ
り
、
自
己
維
持
的
な
核
分
裂
の
連
鎖

の
過
程
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
核
燃
料
（
天
然
ウ
ラ
ン
及
び
劣
化
ウ
ラ
ン
を
除
く
。）

放
射
性
生
成
物
又
は
放
射
性
廃
棄
物

⒟

原
子
力
施
設
に
つ
い
て
「
事
業
者
」
と
は
、
当
該
原
子
力
施
設
の
事
業
者
と
し
て
施
設
国
が
指
定
し
、
又
は
承

認
し
た
者
を
い
う
。

⒠

「
放
射
性
生
成
物
又
は
放
射
性
廃
棄
物
」
と
は
、
核
燃
料
の
生
産
若
し
く
は
利
用
の
際
に
生
産
さ
れ
た
放
射
性

物
質
又
は
核
燃
料
の
生
産
若
し
く
は
利
用
に
付
随
す
る
放
射
線
の
照
射
に
よ
り
放
射
性
を
帯
び
た
物
質
を
い
う
。

た
だ
し
、
科
学
、
医
療
、
農
業
、
商
業
又
は
工
業
の
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
加
工
の
最
終
段
階

に
達
し
て
い
る
放
射
性
同
位
元
素
を
除
く
。

第
二
十
六
条

寄
託
者
の
任
務

寄
託
者
は
、
こ
の
条
約
の
他
の
条
に
規
定
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
ほ
か
、
締
約
国
及
び
他
の
全
て
の
国
並
び
に
経
済

協
力
開
発
機
構
事
務
総
長
に
対
し
次
に
掲
げ
る
事
項
を
速
や
か
に
通
報
す
る
。

⒜

こ
の
条
約
の
署
名

⒝

こ
の
条
約
に
関
す
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託

⒞

こ
の
条
約
の
効
力
発
生

⒟

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
受
領
す
る
宣
言

⒠

第
二
十
一
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
領
す
る
廃
棄
の
通
告
又
は
第
二
十
二
条
の
規
定
に
従
っ
て
受
領
す
る
通
告

⒡

第
十
三
条
２
の
規
定
に
基
づ
く
通
報

⒢

こ
の
条
約
に
関
係
す
る
他
の
関
連
す
る
通
報
及
び
通
告

第
二
十
七
条

正
文

ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
こ
の
条
約

の
原
本
は
、
国
際
原
子
力
機
関
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。
同
事
務
局
長
は
、そ
の
認
証
謄
本
を
全
て
の
国
に
送
付
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。

千
九
百
九
十
七
年
九
月
十
二
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
し
た
。

附
属
書

こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
、条
約
第
一
条
⒜
又
は
⒝
に
定
義
す
る
条
約
の
い
ず
れ
の
締
約
国
で
も
な
い
も
の
は
、

こ
の
附
属
書
の
規
定
で
当
該
締
約
国
に
お
い
て
直
接
適
用
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
自
国
の
国
内
法
令
が
こ
の
附
属

書
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
自
国
の
領
域
内
に
原
子
力
施
設
を
有
し
な
い
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
基

づ
く
自
国
の
義
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
国
内
法
令
を
定
め
る
こ
と
の
み
が
求
め
ら
れ
る
。

第
一
条

定
義

１

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、
条
約
第
一
条
に
規
定
す
る
定
義
に
加
え
て
、
次
に
掲
げ
る
定
義
を
適
用
す
る
。

⒜

「
核
燃
料
」
と
は
、
自
己
維
持
的
な
核
分
裂
の
連
鎖
の
過
程
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

物
質
を
い
う
。

⒝

「
原
子
力
施
設
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
施
設
国
は
、
一
の
事
業
者
の
複
数
の
原
子
力

施
設
で
あ
っ
て
同
一
の
敷
地
内
に
所
在
す
る
も
の
を
一
の
原
子
力
施
設
と
み
な
す
旨
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

⒤

原
子
炉
（
推
進
の
目
的
で
あ
る
か
他
の
目
的
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
動
力
源
と
し
て
用
い
る
た
め
海
上
輸
送

又
は
航
空
輸
送
の
手
段
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）

核
物
質
の
生
産
の
た
め
に
核
燃
料
を
使
用
す
る
工
場
又
は
核
物
質
の
処
理
の
た
め
の
工
場
（
照
射
済
核
燃
料

の
再
処
理
の
た
め
の
工
場
を
含
む
。）

核
物
質
を
貯
蔵
す
る
施
設
（
核
物
質
の
輸
送
に
付
随
し
て
貯
蔵
す
る
施
設
を
除
く
。）


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